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このコーナーでは、さまざまな協働のパターン

の中から、主に市民活動団体と長崎市との 

協働の事例について紹介します。 

   １２月１９日（木）、政策研究大学院教授の大田弘子氏を講師に迎え、第４回自分新化

講座を開催しました。 

講演では、日本経済の現状と課題、今後の経済成長に向けた活路などについて、熱心に語

っていただきました。 

大田氏は、日本経済の弱みとして、1990 年代以降のグローバル化と高齢化を成長につな

げる仕組みができていないことを指摘。また、アベノミクス「第３の矢」の課題として「ＴＰＰやＦＴ

Ａ（自由貿易協定）の本格的な加速」「生産性向上やイノベーションの喚起」「企業が日本に立

地する魅力の創出」などを指摘しました。 

また、今後の国内需要拡大の可能性として、「問題あるところ、解決策あり」と述べ、高齢化・

グローバル化・インフラ関連については、日本が抱える問題であると同時に、規制改革や税制

改革を行っていくことで成長分野として新たな強みとなると語りました。 

そのためにも、「変わらないこと＝安定」ではなく、スムーズな変化や移動ができる社会をつく

っていくこと、経済成長が厳しいことへの危機感を持つことが必要との見解を示しました。 

さらに、地域経済については、新しい魅力をつくること、広域で連携し「世界のＫＹＵSＹＵ」に

なることが大切と強調しました。 

最後に、「これから１～２年が変化の年。大変になるかもしれないが、子ども・孫の時代に引

き継いでいく長崎をつくり、すばらしい財産にしていただきたい」と語り、講演を締めくくりました。 

「市民後見人候補者養成及び成年後見

制度普及事業」は、市民活動団体「（特非）

市民後見人の会・ながさき」と高齢者すこや

か支援課及び障害福祉課との提案型協働

事業として行われている事業です。 

提案型協働事業とは、市民の発想を活

かした事業の企画提案を募集し、市民と行

政との「協働」という手法で、地域の多様な

課題解決に取り組もうとするものです。 

この事業は、成年後見制度の普及・啓発はもとより、市民後見人としての候補者を育成すること

を目的としており、市民後見人候補者養成講座や講演会、養成カリキュラムの策定を行います。 

講座等の企画は、両者が一緒に行っており、（特非）市民後見人の会・ながさきが「運営」を、長

崎市が「広報」をと、お互いに役割分担をして事業を進めています。 

10月 19日（土）に開催した成年後見制度講演会には、会場に 245人が集まり、参加者からは

「具体的な制度の内容を理解できた」「後見人の責任の重さ、支援の難しさを感じると同時に、地

域で支えることの必要性がわかった。」などの意見が寄せられました。 

 （特非）市民後見人の会・ながさきと長崎市が協働することで、これまで団体が独自に行って

きた講座や講演会よりも参加者が増え、制度への関心・理解が高まってくるなど、協働の効果があ

らわれています。 

今、なぜ か？？考えるきっかけづくりを・・・ 

高齢者すこやか支援課 

障 害 福 祉 課 
・市民後見人候補者養成講座の企画広報 

・養成カリキュラム検討会の企画広報 

・講演会の企画広報 

 

（特非）市民後見人の会・ながさき 
 

・市民後見人候補者養成講座の企画運営 

・養成カリキュラム検討会の企画運営 

・講演会の企画運営 

協働 

・長崎市独自の市民後見人候補者養成講座カリキュラム策定 

・成年後見制度の普及・啓発 

・市民後見人候補者としての活動機会の提供 
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12 月 17 日、平成 25 年度ボラ

ンティア功労者に対する厚生労働

大臣表彰を受けた西海町在住の

田中喜代子さんへの表彰状等の

伝達式が行われました。 

田中さんは、長年にわたり、琴海地区の障害者及び子育

て支援に尽力し、地域や家庭と行政とのパイプ役を務めるほ

か、障害者及び子育て家庭を地域で支援する環境づくりに

大きく貢献してこられました。 

近年、核家族化や地域のつながりの希薄化などにより、家

族や地域で子育ての知恵・経験を共有することが難しくなり、

周囲の手助けも得られにくい状況のなか、田中さんを中心と

した地域での子育て支援活動は、その役割がますます大きく

なっていくと思われます。今後の活躍に期待したいです。 

■ ケーブルテレビ放映情報 ■ 

2月は、「まちなか魅力新発見事業」を 

紹介します。 

長崎ケーブルメディア 

デジタル 111ｃｈで 

好評放送中！ 

★毎月第２・第４金曜日 

★午後５時（初回） ・７ 時・９ 時・１１ 時 

YouTube でもご覧いただけます！ 

http://www.youtube.com/user/shiminryoku 
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市民活動センター「ランタナ」の事務室利用団体

を募集します。 

【対  象】 

営利を目的とせず、市民が自主的に行う不特定多

数のものの利益の増進に寄与する公益的な活動を行

う団体。市民活動センターへの団体登録が必要。 

【募集部屋】 

募集部屋 広さ 月額使用料 利用可能期間 

１号室 11 ㎡ 10,182 円 
Ｈ26.10.1 から 

Ｈ29.9.30 まで 
３号室 14 ㎡ 12,960 円 

５号室 16 ㎡ 14,811 円 

※月額使用料には、光熱水費・インターネットプロバイダ料を含む。 

【申込方法】 

申請書に必要事項を書いて、市民活動センターへ

直接持参。 

【申込期限】３月７日（金）17：00 必着 

【審  査】３月２９日（土）に公開プレゼンテー

ション方式による審査会を実施 

【そ の 他】募集要項はホームページでご覧いただ

けます。 

市民力や市民協働の推進に係る各種施策についての

助言や提案、また、市民活動支援補助金及び市民活動

に係る公募事業の審査・評価等を行う。（年６回程度）。 

【対  象】①～⑤をすべて満たす方で、本人の応募に限る 

①20 歳以上の者 

②本市に在住、在勤又は在学していること 

③本市の他の附属機関等の委員ではないこと 

④本市のほかの附属機関等の委員の公募に応募していないこと 

⑤行政機関の職員又は地方公共団体の議会の議員ではないこと 

【任  期】平成 26 年 4 月１日～平成 28 年 3 月 31 日 

【募集人数】若干名 

【応募方法】申込用紙に必要事項を記入し、課題に沿

った 800 字程度の小論文を添えて、市民協働推進室

へ提出。 

※申込用紙配布場所：市民協働推進室、市役所本館

案内所、行政センター、支所、ホームページ 

【課  題】わたしが考える市民力について 

【募集期間】平成 26 年２月１日（土）～2 月 28 日（金） 

【そ の 他】選考結果は選考委員会で選考し、３月下

旬に本人へ通知 

市民活動センター「ランタナ」 

事務室入居団体募集！！ 

市民力推進委員会 

委員募集 

１号室 

５号室 

３号室 

市民力推進委員会 
審査部会（補助金審査） 


